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クテル・パーティ﹄を取り上げ︑登場人物の沖縄の女性が二重三重に封じ込められていくさまを浮き彫りにする︒米兵にレイプされたにもかかわらず︑暴行を れた後で米兵 けがをさせたとして︑原告のみならず被告としても法廷に立たされるのだ しかも物語中で彼女は自分の声を与えられず︑最終的には両方 裁判での敗訴が予想される中︑彼女の父親の声だけが前景化していく︒だが封じ込められるの 彼女だけでない︒この父親も本土から来た記者に︑沖縄での日本軍 残虐行為 話せな ︒一方︑登場人物の中には︑日中戦争及び国共内戦の避難民である中国人男性もいる︒戦争中日本人兵士に妻をレイプされた彼は︑米軍の不公正に口をつぐみ︑沖縄の収奪に実質的に参加する︒暴力の経験と記憶がこのように幾重 も絡まる︒　
第二章では︑米軍占領下における日本人女性への参政権付与を





進歩の担い手とする冷戦期フェミニズムが力を得る︒実際には日本人女性に劣らず︑異性愛主義のブルジョワ家庭 内に閉じ込められていたのだが︑ ﹁人種化された植民地の女性﹂と 対比によって︑アメリカ白人女性は正統的なジェンダーの正義を代表することになる︒その一方で︑日本人女性がこの﹁人種化 た植民地の女性﹂として位置づけられる様子も︑アメリカ 戦時中 報道を追う過程で米山氏は鮮やかに描き出す︒開戦当初は︑アメリカ人女性を戦争協力に駆り立 る意図もあり︑アメリカ 新聞は日本人女性について︑日本人男性に負 ず軍国主義的で近代的だと書き立てていたのが︑戦争終結間近 なると 男 に奴隷扱いされてきた弱々し 存在だ 描き始め ︒　
第三章では︑アメリカの冷戦体制のさらに核心に踏み込み︑日





たり︑米山氏はアジア系アメリカ人の男性性 問題 参照する︒アメリカ社会におけるモデル・マイノリティとして振る舞うことが期待される彼らは︑まさ その役割をうまく果たすことにより︑アメリカのリベラリズムに潜在する人種差別も実質的に受け入れることになる︒だがそこで アジア系男性の性を規範から外れたものとみなす差別的イメージも構造化されているため︑アメリカ社会に受け入れられる資格を得るのと引き換えに︑彼らは傷ついた自己を自らの内 抑圧する︒ うやって顕現 のが男 ヒステリーである︒　
九〇年代はポスト冷戦初期で︑国際情勢に対する不安が醸成さ






















うに︑同国内の論争の磁場 アメリカまたは日米間の分析だけではつかめない 現在︑東アジア 政治は新しい局面に入っている︒中国の経済・軍事両面で 大国化 北朝鮮の核開発︑韓国経済の躍進など︑日本がアジアで︑また メリカ 世界で︑圧倒的な存在感を持っていた頃の世界観 は対処できなくなってきている︒アメリカの民主主義の変容も︑この地域を揺るがす︒だが︑米山氏が本書で活写した日米 基本的な関係性と構造は︑こうした状況変化の中で解体どころかさらに深化しようとしてい ようである︒
